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角膜内皮細胞形態の変化と使い捨てコンタクトレンズ
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要 約

目 的：使い捨てコンタクトレンズ(CL)の角膜内皮

への長期的な影響は，いまだ明らかにされていない．今

回の報告は，使い捨て CL新規装用者の装用開始時から

の内皮細胞の形態変化を各眼ごとに長期的に検討した初

めての報告である．

対象と方法：対象は，CLの使用が初めての使い捨て

CL装用者 例 眼である．CL装用開始時と ±

年後に角膜内皮を撮影し，コンピュータ援用設計

(CAD)ソフトに取り込み，内皮細胞の変化を解析した．

結 果： 年間の CL装用によって平均細胞面積は

の増加に過ぎないが，変動係数は 増加した．

若年者の CL装用開始時と 年後の変動係数の比のレン

ジは成人に比して大きかった．CL装用 年後の平均細

胞面積 z値 (正規分布においてその上側 点)以

上の 眼は，CL装用開始時に平均細胞面積が 眼の

平均より大きいものから変化していた．一方，変動係数

z値 以上の 眼は， 眼を除いて平均細胞面積が

中位のものから変化していた． 眼の 以上は CL

装用開始時と 年後の細胞面積のデータに差があると推

測された．

結 論：CL装用による角膜内皮変化の過程は一様で

はなく，今後さらに多くの標本の検討が必要である．(日

眼会誌 ： ― ， )

キーワード：角膜内皮細胞，スペキュラーマイクロス

コープ，使い捨てコンタクトレンズ，ソフ

トコンタクトレンズ，CAD

 

The Effect of Disposable Contact Lenses on the Corneal Endothelium
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Abstract

：The effect on the corneal endothelium of
 

wearing long-term disposable contact lenses has
 

not been described. We analyzed longitudinal data
 

on long-term endothelial morphological changes in
 

each eye of new wearers.

：We performed specular
 

microscopy on the corneal endothelium of dispos-

able contact lens users( eyes)who had not previ-

ously worn contact lenses at baseline and after ±

years.We analyzed the video images using com-

puter-aided design(CAD)software.

：Although the mean cell area increased
 

by only ,the coefficient of variation of cell area
 

increased by during years of use.The range of
 

the ratio of the coefficient of variation of cell area
 

at years to the baseline coefficient in young
 

wearers was wider than that in adult wearers.The

eyes with a z-score for mean cell area exceeding

to cut off of the distribution from the
 

right-hand tail at years were derived from eyes
 

that were above the average mean cell area for

eyes at baseline. With one exception, the eyes
 

with a z-score for the coefficient of variation of cell
 

area over at years were eyes that had a
 

medium mean cell area at baseline. In more than

of the eyes,the data on cell area at years
 

differed from baseline.

：The effect  of wearing  contact
 

lenses on the corneal endothelium varies. Further
 

studies of larger numbers of users are required.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol
 

Soc ： ― , )

Key words：Corneal endothelium, Specular micro-

scope, Disposable contact lens, Soft
 

contact lens,CAD



緒 言

最近のソフトコンタクトレンズ(SCL)は柔軟でまた

直径が大きく，レンズのポンプ作用による涙液交換は非

常に少ないと考えられており ，その代表的なものが使

い捨てコンタクトレンズ(CL)である．米国食品医薬品

局は，一度装着した後は捨てるCLを使い捨てCLと定

義しているが，一般には14日ごとないしはそれ以下に

交換するレンズを指す ．今回の報告も，1日使い捨て

SCL，1週間連続装用使い捨てSCLおよび2週間交換

SCLを総称して使い捨てCLとした．眼科を受診したCL

装用者の約60％が使い捨てCLを使用しているが ，角

膜内皮への長期的な影響はいまだ明らかにされていな

い．深澤ら は，使い捨てCLを2年間装用した者の内

皮細胞の変化を検討し，細胞密度は全体としては変化は

なく，また変動係数は改善したとしている．渡邊ら

は，1週間連続装用使い捨てCLを10年間装用しても

角膜内皮の変化はなかったと報告している．これらの報

告は，他のCLから使い捨てCLに変更した既装用者を

対象としている．一方，ガス透過性ハードコンタクトレ

ンズ(RGPCL)の3年間の装用において，新規装用者で

は細胞密度の減少と変動係数の増加を生じ，他のCLか

ら変更した者ではいずれも有意な変化がなかったことが

示されている ．このことから使い捨てCLにおいても

既装用レンズによって内皮の形態変化が影響されている

可能性が考えられる．

そこで今回，CLを使用したことのない使い捨てCL

新規装用者を対象として5年間の角膜内皮の変化を次の

点から調べた．(1)変化を相対的に評価するための平均

細胞面積および変動係数の分布，(2)CL装用開始時の

諸データ(全屈折度，角膜屈折力，CL開始年齢，平均

細胞面積，変動係数，男女差，涙液基礎分泌量，CLの

種類)のなかに5年後の内皮細胞の変化を予測させるも

のがあるか，(3)CL使用の低年齢化が指摘されている

が ，内皮の変化が成人に比べより鋭敏ということは

ないのか，(4)内皮細胞面積のデータが5年間で統計的

に有意に変化するものの割合，について検討した．

CL装用による角膜内皮の変化は，まず変動係数の変

化として現れ，次いで変動係数の変化とともに平均細胞

面積の増大がみられ，最後に大細胞がほとんどを占め変

動係数は小さくなると考えられているが ，実際の経過

は明らかになってない．今回の報告は，使い捨てCL新

規装用者の内皮細胞の変化を各眼ごとに長期的に検討し

た初めての報告である．

対象および方法

1．対 象

対象は，1994年から2003年まで円山鈴木眼科で処方

し経過をみることのできた，CLの使用が初めての使い

捨てCL装用者78例145眼である．角膜の疾患および

外傷の既往，糖尿病，緑内障のあるもの，角膜内皮細胞

の境界が不鮮明な写真のものは対象から除いた．年齢は

10～42歳，平均20.2±7.6歳(平均値±標準偏差)，女性

50例，男性28例であった．角膜屈折力は40.1～46.6

D，平均43.3±1.4D，全屈折度は－10.50～4.00D，平

均－2.96±1.96Dであった．

2．CLの種類

CLの種類は，ジョンソン・エンド・ジョンソン株式

会社(J& J)の2週間交換SCL88眼(平均19.3歳)，

ボシュロム・ジャパン株式会社(B&L)の2週間交換

SCL17眼(平均16.7歳)，J& Jの 1日使い捨てSCL

17眼(平均28.2歳)，J& Jの 1週間連続装用使い捨て

SCL4眼(平均25.5歳)他であった(表1)．94％は終日

装用，6％は連続装用(連続装用4眼および連続装用か

ら終日装用に途中で変更したもの5眼)であった．145

眼中99眼は経過観察中に使い捨てCLの種類を変更し

ていた．

3．角膜内皮細胞の面積計測

非接触型スペキュラーマイクロスコープ(トプコン

PS1000 )を用いてCL装用開始時と5±0.5年後に角

膜中央部の内皮を撮影した．これを画像編集ソフトを用

いてコンピュータに読み込んだ．既報 の方法で保存さ

れた画像をコンピュータ援用設計(CAD)ソフトに取り

込み，各眼70～182(平均115)個の細胞をトレースして

その面積を求めた．次に各眼の細胞面積のデータの正規

性を検定し，平均細胞面積，標準偏差，変動係数を計算

した．

結 果

1．平均細胞面積と変動係数の分布(図1)

使い捨てCLの装用開始時と5年後における145眼の

平均細胞面積の各平均値は301±28，311±33μm，ま

た変動係数の各平均値は0.25±0.05，0.32±0.07であ

った．平均細胞面積および細胞密度の分布は，χ適合

度検定で正規分布とみなされた(CL装用開始時の平均

細胞面積のp値0.35，5年後の同p値0.33，CL装用開

始時の細胞密度のp値0.69，5年後の同p値0.94)．対

応のある t検定ではCL装用開始時と5年後の平均細胞

面積のデータに有意な差が認められた(p値＜0.01)．

CL開始時と5年後の変動係数のデータは，正規分布

に従っていなかった(p値＜0.01)．Wilcoxon符号付順

位検定では2群に有意な差が認められた(p値＜0.01)．

データを－1.4乗して変換すると正規分布に近づけるこ

とができた．

2．全 屈 折 度

CL装用5年後に全屈折度は－2.96D±1.96から－

3.68D±1.84となり，近視が進行していた(Wilcoxon

符号付順位検定p値(下側確率)＜0.01)．CL装用開始
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時の全屈折度と5年間の平均細胞面積の変化および変動

係数の変化の間に関係は認められなかった(各相関係数

r0.07，0.01)．CL装用開始時の平均細胞面積，変動係

数およびこれらの5年間の変化と全屈折度の関係を散布

図に示した(図2)．

3．角膜屈折力

CL装用開始時の角膜屈折力と5年間の平均細胞面積

の変化および変動係数の変化の間に関係は認められな

かった(各相関係数 r0.02，＜0.01)．

4．CL装用開始年齢

１)平均細胞面積との関係

CL装用開始時の平均細胞面積とCL装用開始年齢の

関係は，相関係数 r 0.46，y＝267.99＋1.66x，p値＜

0.01，また5年後には相関係数 r 0.40，y＝276.20＋

1.73x，p値＜0.01であった(図3A)．両者ともに相関

があり，二つの回帰直線はほぼ平行に近く，加齢ととも

に平均細胞面積は直線的に増加する傾向を認めた．

２)変動係数との関係

CL装用開始時の変動係数とCL装用開始年齢との関

係は，r0.46，y＝0.19＋0.00272x，p値＜0.01，また

5年後には r 0.29，y＝0.26＋0.00266x，p値＜0.01と

なった(図3B)．5年の経過で弱い相関になるが，二つ

の回帰直線はほぼ平行に近く，1)と同様の傾向を認め

た．

３)平均細胞面積の比(CL装用5年後/装用開始時)

との関係(図4A)

平均細胞面積の比とCL装用開始年齢の間には，相関

は認められなかった(r0.02)．

角膜内皮細胞と使い捨てコンタクトレンズ・鈴木他

表 1 コンタクトレンズの種類

レンズの種類 眼 レンズ商品名(Dk/L)

2 SUREVUE (26.7)

6 ACUVUE 2(33.3)

2週間交換SCL 80 SUREVUE ⇄ACUVUE 2

17 Medalist (27.1)

12 Medalist ⇄SUREVUE ⇄ACUVUE 2⇄2Weeks Aquair (21)

1日使い捨てSCL
17 1・DAY ACUVUE (33.3)

2 1・DAY ACUVUE ⇄1Day Aquair (26.3)

1週間連続装用使い捨てSCL 4 ACUVUE (40)

1週間連続装用使い捨てSCL⇄
2週間交換SCL

5 ACUVUE ⇄
SUREVUE ⇄ACUVUE 2

計145

SCL：ソフトコンタクトレンズ

Dk/L：酸素透過率(×10 (cm/sec)・(ml O/ml×mmHg))

⇄：途中でSCLの種類を変更

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

ボシュロム・ジャパン株式会社

オキュラーサイエンス株式会社(現クーパービジョン・ジャパン株式会社)

図 1 平均細胞面積および変動係数の度数分布．

A：平均細胞面積の度数分布，B：変動係数の度数分布．

○：CL装用開始時，▲：CL装用5年後
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４)変動係数の比(CL装用5年後/装用開始時)との

関係

変動係数の比とCL装用開始年齢の間には，ほとんど

相関がなかった(r 0.10)．散布図からは若年者のほうが

レンジが大きいことが認められた(図4B)．

５)1年間あたりの細胞減少率および変動係数の変化

との関係

Bourneら の報告した角膜内皮の加齢変化と比較す

るために，細胞密度から求めた細胞減少率(exponential

 

rate of cell loss)と変動係数の変化を調べた(図5)．1年

間あたりの細胞減少率は平均0.6±1.2％であり，年齢

によって2群にわけると18歳以上は0.7±1.4％，18歳

未満では0.5±1.0％であったが，Mann-Whitneyの検

定では2群の間に有意な差は認められなかった(p値

0.28)．1年間あたりの変動係数の変化は0.014±0.011

(18歳以上0.015±0.013，18歳未満は平均0.013±0.009)

であり，18歳以上と未満の2つの群はMann-Whitney

の検定では有意な差は認められなかった(p値0.67)．

図 2 全屈折度と角膜内皮変化．

A：全屈折度と平均細胞面積との関係，B：全屈折度と変動係数との関係．

●：－8.00～－10.50D，▲：－5.50～－8.00D，■：－4.25～－5.50D，◆：－3.00～－4.25D，

○：－1.75～－3.00D，△：－0.50～－1.75D，□：4.50～－0.50D

図 3 CL装用開始年齢と角膜内皮変化．

Ａ：CL装用開始年齢と平均細胞面積の関係．

Ｂ：CL装用開始年齢と変動係数の関係．

○：CL装用開始時， ：同予測値，△：CL装用5年後， ：同予測値
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5．男 女 差

Studentの t検定では，女性の群(n＝88)と男性の群

(n＝57)のCL装用開始時および5年後の平均細胞面積

の平均値はともに有意な差は認められなかった(各 p値

0.16，0.66)．Mann-Whitney検定では，女性の群と男

性の群のCL装用開始時および5年後の変動係数の中央

値はともに有意な差は認められなかった(各 p値0.08，

0.29)．

6．涙液基礎分泌量

涙液基礎分泌量はCL装用開始時に1眼で計測し，僚

眼は同じ値と仮定して5年間の平均細胞面積の変化ない

し変動係数の変化との関係を調べたが，相関は認められ

なかった(各 r0.08，0.05)．

7．左 右 眼

78例のうち両眼を調べることのできた66例について

左右の関係を検討した．左右の平均細胞面積間および変

動係数間の各相関 rはCL装用開始時に0.82，0.74，5

年後に0.81，0.79であった．

8．CLの種類

使い捨てCLの種類別に，装用開始から5年間の平均

細胞面積および変動係数の変化を示した(表2)．

9 ．平均細胞面積と変動係数

145眼の平均細胞面積と変動係数の関係を図示し，そ

のうちCL装用5年後に著しい内皮細胞の形態変化を生

じたもの，すなわちCL装用5年後の平均細胞面積366

μm(正規分布においてその上側5％点に対応する z値

1.64：平均＋1.64×標準偏差)以上の9眼および変動係

数0.45(データを変換して正規分布に近づけたときの上

側5％点に対応する z値1.64)以上の11眼を対象とし

て，CL装用開始時からの変化について検討した(図6，

表3)．5年後の平均細胞面積 z値1.64以上の9眼(平均

細胞面積上位9眼)は，CL装用開始時には平均細胞面

積は上位に分布していた(304～364μm，z値0.11～

2.25)．5年後の変動係数 z値1.64以上の11眼(変動係

数上位11眼)は，1眼を除いて(336μm，z値1.25)，

中位に分布していた(283～319μm，z値－0.64～0.64)．

平均細胞面積上位9眼と変動係数上位11眼に重複して

いるものはなかった．

10．各眼ごとの有意差の検定

各眼のCL装用開始時と5年後の細胞面積のデータに

ついて，有意差の有無を分散と平均により検定した．正

規分布に従う標本のみを対象とした場合と全標本に正規

性を仮定した場合について検討した．

１)CL装用開始時と5年後の二つの標本がともに正

規分布と検定された70眼各眼の細胞面積のデータにつ

いて等分散検定を行ってから，Studentの t検定で母平

均に有意な差があるか(p値＜0.05)を検定した．母集団

が異なると考えられたもの49眼(70％)，母集団が同一

図 4 CL装用開始年齢と角膜内皮変化(比)．

Ａ：使い捨てCL装用開始年齢と平均細胞面積の比(CL装用5年後/装用開始時)の関係．

Ｂ：使い捨てCL装用開始年齢と変動係数の比(CL装用5年後/装用開始時)との関係．

：予測値

図 5 細胞減少率と CL装用開始年齢．
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表 2 コンタクトレンズの種類と平均細胞面積および変動係数の変化

眼 メーカー レンズの種類
平均細胞面積μm

CL開始時 5年後

変動係数

CL開始時 5年後
Δ平均細胞面積 Δ変動係数 年齢

17 B&L 2週間交換SCL 284 294 0.23 0.31 10 0.08 16.7

88 J& J 2週間交換SCL 301 312 0.25 0.32 11 0.08 19.3

10 B&L⇄J& J 2週間交換SCL 307 313 0.23 0.30 6 0.06 16.5

2 B&L⇄OS 2週間交換SCL 293 303 0.41 0.48 10 0.07 18.0

17 J& J 1日使い捨てSCL 316 323 0.27 0.30 7 0.03 28.2

5 J& J
1週間連続装用使い捨てSCL
⇄2週間交換SCL

300 316 0.23 0.29 17 0.06 22.4

4 J& J 1週間連続装用使い捨てSCL 304 299 0.27 0.37 －5 0.10 25.5

2 J& J⇄OS 1日使い捨てSCL 313 326 0.28 0.31 13 0.03 20.0

計145

B&L：ボシュロム・ジャパン株式会社

J& J：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

OS：オキュラーサイエンス株式会社(現クーパービジョン・ジャパン株式会社)

⇄：途中でSCLの種類を変更

Δ：5年後-CL開始時

図 6 平均細胞面積と変動係数の関係．

○：CL装用開始時， ：CL装用5年後

：CL装用5年後の平均細胞面積が366μm以上の9眼のCL装用開始時からの各変化．

：CL装用5年後の変動係数が0.45以上の11眼のCL装用開始時からの各変化．
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と考えられたもの21眼(30％)であった．

２)正規性を仮定して145眼各眼のCL装用開始時と

5年後の二つの標本の細胞面積のデータについて等分散

検定を行ってから，Studentの t検定で母平均に有意な

差があるか(p値＜0.05)を検定した．母集団が異なると

考えられたもの111眼(77％)，母集団が同一と考えられ

たもの34眼(23％)であった．

考 按

1981年 Shoesslerら は，ハードコンタクトレンズ

(HCL)装用者に，角膜内皮の典型的な六角形細胞の減

少と内皮細胞の大きさのばらつきがみられることを初め

て示した．その後，CLによる内皮の変化が多数報告さ

れている．機序としては，低酸素状態が角膜上皮でアラ

キドン酸の誘導体であるエイコサノイドの生成を促し，

これが内皮に到達し，Na/K ATPase抑制因子として

ポンプ作用の障害に働くことが示唆されている ．

本邦では最近，HCL装用者が減少し，使い捨てCL

を使用するものが多くなってきたが ，その内皮

細胞に対する長期的な影響は，いまだ明らかになってい

ない．今回，使い捨てCLの装用開始時と5年後の145

眼の内皮細胞の統計量および個々の変化を検討した．各

眼の変化の違いを経過を追って調べることを目的とした

ので，同一個体の左右眼は別々のものとして検討した．

若年者の平均細胞面積の分布は対数変換したものが正

規分布に従うが ，今回の検討で，145眼の平均細胞面

積の分布が正規分布と検定されたように，正規分布とみ

なしても大きな誤りはないと考えられた．変動係数は

CL装用期間と相関して増加することが指摘されている

ので ，CL装用開始時と5年後にそろえて検討し

た．変動係数の増加と六角形細胞出現率の低下は細胞密

度の減少に先立って起こると考えられているが ，小細

胞群と大細胞群が形成されることによって平均細胞面積

や細胞密度には著しい変化が認められない ．今回も同

様に，5年間で変動係数は28％増加したが，平均細胞

面積は3％の増加に過ぎなかった．

今回の内皮細胞のパラメータは，CL装用開始時と5

年後の各平均細胞面積が301，311μm，各変動係数が

0.25，0.32であり，Duttら が報告した連続装用SCL

のパラメータ(対照とCL装用平均4年後の各平均細胞

面積は302，309μm，各変動係数は0.23，0.29)とよ

く近似していたが，二つの標本間の差を統計的に比較検

討することはできなかった．

CLを装用したことのない正常眼およびCL装用眼に

おいて，全屈折度と角膜内皮の関係は明らかになってい

ない．Changら は，CLを装用したことのない若年者

において全屈折度が強いほど眼軸はより長く，また細胞

密度はより低いと報告してるが，山口ら は，全屈折度

と角膜内皮形態の間に相関はないとしている．Holden

ら は，マイナスレンズで中心厚が同一となるようにデ

ザインされたSCLの連続装用では，マイナス屈折力が

大きいと周辺厚が増すため全体の酸素透過率が低下し，

より強く角膜浮腫を生じることを報告している．今回，

使い捨てCL装用開始時に全屈折度とほぼ同じ屈折力の

CLを処方しており，内皮細胞にも同様な影響があると

考えられるが，標本の全屈折度は一部に集中しており，

全屈折度と角膜内皮形態の変化の間には相関を見出せな

かった．

使い捨てCLの装用開始年齢と平均細胞面積の間の相

関は5年間で0.46から0.40になり，一方，装用開始年

齢と変動係数の間の相関は0.46から0.29に低下した．

これはCL装用によって内皮細胞の大きさのばらつきが

生じ，各眼による差が大きくなったことを意味する．加

齢とともに平均細胞面積および変動係数は直線的に増加

する傾向を認めたが，CL装用開始年齢と角膜内皮形態

の変化の間に相関は認められなかった．しかし，若年者

では変動係数の比(CL装用5年後/装用開始時)のレン

ジが大きく，注意深い経過観察が必要である．

Bourneら は，正常な角膜内皮の10年間の加齢変

化を調べ，18歳以上の場合，1年間あたりの細胞減少率

は0.6±0.5％(18歳未満は1.1±0.8％)，変動係数の変

化は0.003±0.003と報告している．今回，使い捨て

CLの装用によって，18歳以上の1年間あたりの細胞減

少率は0.7±1.4％，変動係数の変化は0.015±0.013と

なり，前述の報告と比べると，CL装用によって細胞形

態のばらつきが大きくなったことがわかる．このこと

表 3 平均細胞面積と変動係数の変化の大きい群の比較

CL装用5年後

平均細胞
面積μm

変動
係数

正規分布

CL装用5年後と
開始時の比較

Δ全屈折度
細胞面積の
データ

CL装用開始時

年齢
全屈
折度D

角膜
屈折力D

正規分布
平均細胞
面積μm

変動
係数

5年後の平均細胞面積
366μm以上の9眼

385 0.34
6眼/9眼
(67％)

－0.56 8眼/9眼 24.7 －2.6 43.5
8眼/9眼
(89％)

333 0.28

5年後の変動係数
0.45以上の11眼

314 0.48
0眼/11眼
(0％)

－0.55 2眼/11眼 21.3 －1.7 42.6
6眼/11眼
(55％)

305 0.30

細胞面積の分布がχ適合度検定で正規分布と検定されたもの(p値＞0.05)

5年後-CL開始時

Mann-Whitneyの検定で有意な差が認められたもの(p値＜0.05)
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は，相当の低酸素状態が角膜上皮に生じていることを示

唆しており，酸素透過率のより一層高いCLへの移行が

望ましいと考えられた．

使い捨てCLの種類による角膜内皮細胞への影響を調

べたが，症例数が少ない上に，種類を変更していたもの

も多く，また年齢構成の違いもあり，その違いを検討す

ることはできなかった．

RGPCLの酸素透過率(Dk/L：×10 (cm/sec)・(ml
 

O /ml×mmHg))と変動係数の増加には負の相関があ

ることがBourneら によって報告されている．SCLの

場合，Dk/L値の高いシリコンエラストマーCLである

Silsoft (Dk/L値71)の装用では角膜内皮形態への影響

がないことが示されている ．しかし，Dk/L値が

約18～32の SCL群を対象とした検討では，変動係数

とDk/L値の間に相関は認められていない ．したがっ

て，今回の使い捨てCLのDk/L値は21～40の範囲な

ので，CLの種類による内皮細胞変化の違いは期待でき

なかったと考えられる．

CL装用によって著しい内皮細胞の形態変化を示した

ものが，どのような装用前の内皮から生じたかを調べた

報告は，これまでにない．今回，使い捨てCL装用5年

後の145眼の平均細胞面積の z値1.64以上の9眼およ

び変動係数のデータを変換して正規分布に近づけたとき

の z値1.64以上の11眼について，CL装用開始時から

の変化を検討した．著しく細胞が大きくなったばらつき

の少ない型のものは，CL装用開始時に平均細胞面積が

上位のものから変化していた．著しくばらつきが大きく

なった小細胞群と大細胞群が混在する型のものは，平均

細胞面積が中位のものから変化していた．これらのこと

からCL装用開始時のパラメータは，CL装用による内

皮変化の要因の一つである可能性が示唆された．しか

し，こうした指摘はこれまでになく，今後より多くの標

本の検討が必要である．また，角膜周辺部は細胞密度が

高いことから ，これらの違いは中心部への細胞の伸

展，再配置の能力の差による可能性も考えられる．

使い捨てCL装用による内皮細胞の変化を検討するた

めには，細胞面積の平均値ないしは中央値の検定だけで

はなく，分散と合わせて考察する必要がある．今回，

145眼のうち正規分布に従う標本70眼において，CL装

用開始時と5年後の対応のある二つの標本の細胞面積の

データを，分散と平均によって検定した．その結果，標

本の70％(49/70眼)が細胞面積のデータに有意な差が

あった．参考として，全145眼の細胞面積のデータが，

いずれも正規分布すると仮定した場合の検定も行ってみ

たが，母集団が異なると考えられたものは70％以上

(111/145眼)あり，同様の結果が得られた．前述した

CL装用開始年齢と変動係数間の相関係数の低下および

1年間あたりの変動係数の変化の急増から，CL装用に

よる内皮変化が主因と疑われたが，加齢の影響を除外す

ることはできなかった．

今回の検討では，CL装用5年後に著しく平均細胞面

積が増大したものは，CL装用開始時に平均細胞面積が

上位のものから変化してきたこと，また著しく変動係数

が増加したものは，平均細胞面積が中位のものから変化

してきたことが示された．若年者には変動係数の変化が

大きくなるものが含まれていた．この他のCL装用開始

時のデータに内皮細胞の変化を予測させるものはなかっ

た．CL装用による角膜内皮変化の過程は一様ではな

く，今後さらに多くの標本の検討が必要である．

平岡士真子，藤田恵美，坂田尚子，鳥居裕子各氏の研究補

助に深謝します．
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